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奈廉県神生水銀鉱山の鎌床について（羅本文霧）
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鷺三　　奎謙懸嚢鮒；大轟鈴跨畏ξ沙

蕪熱講藍細．難鞍二鍵

c鷺　　書細窯郵欝融

　鐸導茎s継1　　　　　×！黛導

らにその外側を辰砂の細粒集合体によつて隙憲れて特微

のある組織を形造つていることがある。

　こダ）ように，細粒石英とともに晶娼した辰砂の産状は

多様で，爲篇イド沈殿から地較的に大きな結酷を示すも

の襲で1つの鉦1イ嬢讐ダ）喋馨に含1禽されでいる。

　これは要するに，ずでに行なわれてきた各種の辰砂の

贔出に関する室内実験の諸結果紛と結びつ1ナて考えるこ

とがで巻導，、すなわち，中和・希釈・酸化の硫化水銀晶

出に関する窯大條伴がいろいろと緩合つたために義i三¢た

晶出の多様性であ9，それらの三大條件が一麟だけ反映

したものでないことをも示している。これは辰砂の生成

に関するイヒ捻麟的な・燦塵1土であるが費一…方物趨1的な・繰褥二とし

で裂かの存在が鉱化作用を支醍する大きな要因で強）るこ

，とも弓愈譲1したい瀞

　覧爆灘　方鯉苓とともに贔出す麹鷲砂

　一部の辰砂浸1方辮眉高ぐ）粒間に，あるいは方解〕蒼脈の中

央部に晶出し，その外縁を方解署が脈状に取夢まいてい

るごとがある。

器ε～（黛導（））



懸 奈斑県神鑑水鰻鉱出の鉱床／蕉ついて（岸本文饗〉

　これは，明らかに辰砂が方解薫と同時に晶出したこと

を承すものと思われるが，さ訴に辰砂・方解署脈が，し

ばしば細粒石英・辰砂脈に切られ，あるいは方解石粒の

間隙を細粒石英を伴なつた辰砂で埋めていることなどを

見れば，辰砂・方解石脈の晶出期は前記の石英・辰砂の

それよジも前のものと思われる．

　しかし，こぴ）両鉱化作用が多くの揚合伴なわれてお！），

方解石・辰砂による鉱化作用のみからなることは全くな

い（ただし，石英・辰砂脈は単独に存在することが少な

くない．これは鉱化作用の強さと化学的および物理的な

條件ヂ）差異によつて起こるものと思われるが，今後の筆

者の課題である）．

　なお，全く辰砂を伴なわない方解石だけの微細脈が認

められるが，辰砂を伴なう方解灘脈との関係は鏡下では

詳らかでない、、

　以．ヒの事実はつぎのことを示唆している、鉱液はアル

カリ性の状態で上昇し，廉ず初めに菱鉄鉱・黄鉄鉱・鉄

白雲石を，弓1続いて方解着を沈殿しているが，辰砂は訟

の方解石期の末期に少蚕、こ¢）沈殿を行なつている』れに

伴ない，漸次（ないL急激に）鉱液は微酸性となつて大

量の石英と辰砂を生成L，醗続いて石英の沈殿を鑑鶏て

いる．

　交代作用を示す辰砂は，鉱化作絹のきわめズ初期相を

示し，コ鱗イド沈殿になる辰砂はきわめて後期相を示す

部分と考えられる．

　㌢．馨　鉱体の水罵的変化

　板状を示す単一鉱体（前述）の購一…・坑準でみ許れ　変

化に　いて記述する、、

　？．奪蒸形態

　葱鉱体の水平断面は弧状ないし条購長いS事状を示し，

傾斜は鉱体ね中心部で緩くなり末端部ではやや急となる

傾阿がみ爵れる．その角度の差は，ほぽ，鐙酬鴛（y提度

の場合が最も多い．

　変化薦、濾，走向・傾斜の差よ）も脈ゆ叢1のそれの離が大

港い。たとえば，鉱体の申心部付近では脈幅（護坑1擁押

の断麟性幾礫部を辰砂が充填Lている部分）が｛）．雛灘以

一焦を示すのに対し，これよt）約罵鴛離れれ寿で数鶯鎌麿度

　　　馨　窟た，鉱体の家端部では辰砂が少鋸鉱染状に

散在するだけのこともある．

　この鉱体ぴ）先端延長は石英を混える粘土脈（灰臼色な

いし褐色のも財），炭質物を含む禍黒色のもの等）ないし

石英・一炭酸塩鉱物脈に移化L，幅は最大翫mを超えず，

やがてわずかな割れ麟となつて母岩中に消失する　この

・鉱斜末端から母岩中に割れ肖が消失する象での殿離は銭

撚を超えない．

　ごれら辰砂脈部は母岩と明瞭に境され，その母燐申に

は辰砂は慧とんど認められない。し驚がつて，本鉱山の

板状鉱俸は鉱液が裂かを充填しただけで，これ瓢伴なつ

て闘灘に対して交代作用を与え，寒たは鉱染部を形成す

ることはほとんどなかつたものと考えられる．

　響・馨．慧　鉱物分布

　鉱体内の大部分において，辰砂は鮮紅色蹴）集禽体か窮

なるが，末端部の周辺ではいわゆるrベンキ状、1の朱色

凝砂からなることが少なくない（この色の相違の原顧は

シチエ灘フ舞）によれば，溺蕎は微量成分として魚と翫を

含むためであi），（｝ぬ紳獣i5〉によれば聡英等の微細な機

械約爽雑物のために色が．馨ることを述べているが，実際

には両説にょる原鶴のものが組合つている蕊思われる、、

筆者のテストによれば，結鹸が小さくなるほど朱色を呈

Lてくる）瀞

　っぎに脈石鉱物のそグ賑位鉱体内での分布の特徴は，

螺、繧の中心部付近に方解石・菱鉄鉱（および鉄臼雲石〉

が1末端に向かつて石英・カオリン・絹雲母・緑濁署が

比較的多く分布する傾購をもつていることである（第婆

表）。

　組成鉱物の粒度は，申心の膨大部では大きくなる傾向

（著しいも鐙ではない）をもつている、辰砂の場合は緒

晶粒子が大きくなるだけでなく，その光学的な異方性

（繍露磁驚μs驚）　も浅譲す一・般的な傾醤を示Lている。

　化学成分上め変化につい。み鳥と，北3中坑と感坑に

おいては，鉱体中心相乏1末端相との間に著干の修瞳をみ

いだすこ、とができる（第媛表）．

　第姦表によれば，M葱○と〈》撚（〉およびC（隔については

末端粕鈴黛れは申心率1三1に較べて小さく，　暮織○とKρ

およびSlO濤と恥はやや大きいことである。これ1》は鏡

下で認める鉱物相の変化さ二ほぽ…致す灘頃醐であるが，

分析試料が少ないので，なお，吟味の余地がある。

　つぎに，分光分析法凱よる微量成分紅ついて検討レて

みたが，著しい水禦的蹴変化は認められなかつた（第＄

、表）．

　響．ぞ　鉱体の難縢的蛮艦

　垂直的変化に♂．いては，単位鉱体の群を対象として，

最上部鉱体力ら叢下部4坑震での範囲を取1タ扱つた。な

お，調査後に着鉱した難坑の鉱体鱒ついては別に撫元か

ら送付を受けた鉱石試料を検討L参澤．にした．感坑下新

鉱体はここでは試料がないのでふれることができない。

　掌，欝．蕊　形　態

　板状鉱体の配列状況は，全俸としてみれば，、．

下部に向かつて扇1汰に散開Lているが，いずれも蝦燐紅

相灘する岩体は認められず，外形もほとん廓離》ず，、ヒ

騨一（2灘）
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翻6鞠難勤，ξ3坑とその下部（7’〉鉱体でも翻様な傾筒をも
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な＠坑および潟t）変化ま認め毒諺駕一癒い瀞い一がつて，

南部鉱体の下部については板状鉱体辮の下部轍みられる

ような鉱体の賦存状諮磁とは異癒る尾諺）と、懲われる。
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て，差異のほとんどないご．とに気付かれよう、、面試料の

採塞罵箇所の垂直距離は，紺伽である．

餐婁一く2暮2）



蟻、烹藁繕羅・蒔佐舷雄く露難蒙ll．1．iの鎌こ群瀕に鷲）いて　（ll擁蝶葬雛 ）

　分光分析法によつLぐ微　成分を比較してみると浄四鉦灘

から下部へ大きな変化はみ鉦）れないが，ただC麟）漸増と

慕歪叢における欝譲葺F鷺欝s罫の1，靴♪薄＆欝蓼冨h漆㌻る（翼ぎ無瀦冬）、、

　？．γ．盛．　麟犀　扁つマザぐ

　水鍛鉱床の叢灘変化に関連して3世界の主要なll誕1床め

i黛、とみソどに1愈肇，鱒夜を・黛き叫1．ヒめ叢こli霧毒暴凄鼠鷲諾llLズ㌣ヤ・る、ン・ぞ

の帽嚢となる岩体はすべて不透水性岩体で，たとえば，

翻議婚、ξその他の1粘土！霧声雛蹄響がその働衡をしてい、恐⇔

　桝諾．ノ／＼錨鴇“1の糞菰／緊に1まが　薄繋，．，、、瓢1麟景多とな／）てマ・ると

ノ轡、薄ンオ要、る塚・軽寝蝋，擬、当ら毒二い，、　t，〆た力窯鷲アぐ警　奮護裟舞9め窯‘i畿幕

の例のよう瓢1！メ岩の下に垂瓢接し環存在する“試うなことは

乳ゑ桜・グ〉、て匹ヲ　選’弦糞ζ欝難翼葺驚イヒ1濾乏註lb薄箋、ぐこ．義餅ぜ・、、

　なお多肖i！羅ilさ謬㌻る慧鳥鎧（）誘記賦騰ミP1二費鍵こかつて醤ll携　）霧毒

きをLノ葦本があ・つたかど費かについては，現在そ1れを

薫”妊嘩一る葦二、足る菜繋牽三験癒7ぱマ・ゆ鼠，　・1葎難窪遷欝・そ1㌧く1　塚ξダ）蒙跳

昼liを、褻記、，六二撃三霧鱒慮羅字灘三し、なマず姶，鷺墨華グ）蕩曇誓盤繋歳鐸馨語＄著く

’
軸
旧
．

ノ／く1焦／峯グ』将　華1鷺懸妻t，げ象二と餐／察孟覧』ご～・馨、，

婁．母燈の饗質概観

鉱化／・1，…1¢い駕，』て醐、瞬紘L、ズ，母ギ淋舞！遮妻麩、／麟i

』
蟻
蒙
｝ ），，菰床は憲として詳、の．，！！水変質劃／｛1に形成聴れ

てマ・恐漆烹，　f磁・・摩ミ駕〆も’　塾し．プ瓢驚三5きゲ）茎溶峯限瓢激身！ご畷プぐ煮　少

を？銭霞IE恥Lてレ・膿と1激鯵乏らオ、蓑レ・、、

　母繋にみられ瀦）著し　変質作．用雄，①炭酸塩化作、綴

　（．蓬霞失鉦1曾叢宍襲蓑醐叢挙、ド衡プy角翠了　婁）　と（鑑旋鯵イ裟誓ザ憩噴く筆　鍵轡

これ、藩ま謄　，獲イ沙藩’ 試．／、1づ嘔る瑳灘黍㌢にllよ瞬羅、寒二き　窟ノ．繋蔓　父

が縄欝さつて必ずみられる珊象であ愚．

　そ賦）ほ海緩こ／寛，羊断色鋭薯勲（繋．i妻i鐸球熱釜）　の蕎響贋；華Y／ヒ許讃を

了了繕製の糸麺…嚢f歌イ雛・やメンオリンゴヒお、よ導艀響ン勘り　騨ナ・ヂ　トイヒ

薄事疑〉／解奔§寿蔑み・ら羅’竃、麿　嵐プご塞蝦㌧『E繁騨i撫翻　’び）／』翼纂憾あるひ

こ二のうち¢粧鉄1、菰削；述の珪化作．絹の一・部とは，鉱化作

用のむLろ謹免1期（）受宏／案であ恐鍵

　こ壽t麟の婁斐ぎ／物の1紀々i！を1曝餐蓑』す鳳ると鮮　漆礁、よ・ぞ夢　・藤購・

力忍ら劃誰舞にギ韓捲1ピ》ぜぐ無　彗鍛1培瀦班一・一い驚慈失峯　1葎墾肇　ぐ鳶寒霞蓑一零汎）

一一驚失鋤窺一プγ鷺翠石・一 4仰！失謡敢麟箏，　ソび脅蘇際Y …濠：1夢峯・一

　（一一牽§雲・母）華簿にヅく発i罫できる鳴

　瞬ミた発　カオ！！ン1よ鉦諺床（蔭薮』く1講あげ驚て輩ぎ夢謎一 う熱1鍵餐妻宏，募ユ

蒙受に盤烹養黛し，泳こもグ＞偏、轡、オラオ翫沙　」駐ン～モ1．ヌ獄づ㌻イト1よ編、1穏辱ざ

・一一　失鎌、’潜に自認、試　）浜、る「，

　　蒙鐸Q馨銀激 母コ墨善か認　鰻1鱗蔀龍く塞てきぎ）慧瓢譲潔のイヒ’斡蓬テ夢テ誰翼

である．分析個数が少ない（海でiつの例にすぎなマ・が，

プ榎・縁縫こ二漆㌧ゾぐ聾　毒嵐賛ミに1向力為鷲）てヂ1）SK）麟乃美鶴力1、1準　C難（〉覇）薮流

少と〔x義の変イヒおよびF艶（㌔垂F展）の．蔓1化が1尾られる。

嚢．　鉱床隻誌成欝寒

　本地域の水銀鉱床（ダ）孟1成期を知るためには，関・係ず論

火成鐙勤とその時期を禽iることが粛ず第一一である．

　一囎顯領に露懸鎌織il素莱の盤び1驚ナ恐」拶暮愈鍵、向寒擁磯郵難萄3に麟l／

嫌す恐、、その地匿／斜が隆薫鑑し．瞬ぴ　運i勧の時1籍一な重）糸響航

委籔のノく駕矯養灘」に“緊誉ダく幾黛塚．蓼び1難7、を養鉱じラ　㌦寒もに虐碁なー〉

Wぐ噂く薙終翻誠蒙め翼孟総凝気LWぐマ・　ジ。舞欝め、湊レ・線）奪　すフ乱謬）ち伊　溝磁

向紺妻、式を終え，地搬が隆起する1際の擾蹴帯発逮甥財熱

の鐸藝薩　尋壌く甕獲麟ζ麟ミ｛煎嶽ノ驚せ毎オ㌻叢蕉董、（鯵》尋，　・そ姻灘篤嘗　　』入ぞ蕗

動を徐々に停．翫しながらその活力によつて裂かの…藩慧

　（幽｝る、ハ鯵；、ヌ　ii）　韓3杉／戒さ才L撃　／広ブくさ叡、て3聚麹舞1毒ン領ノ1、至、、

7、｛乍／讐ゑ綜みら才茎、恐，ぬう1こ流菰る。　こ藩Lら8）貫、7、嶺導三暮とガく幾漫

暴　塘7）蓬．／浅乱ご1憲麟繁び稽〉け甲ぐゴ湾え1躍釦恐偉

　1頼罫彗趣懸1郡激部す恐羅　．去蔽1溝麹鮪／ごノ）懲｝縫認奪訟ヌ紅｝讐コし叡ヂ）蒸ゴ

離、とかノニ．iラ異なつた詩徴を示『1すが，そ齢蕗欝隆起㊤後譜う許

貰7、作稽に繕’1する火麟紛分布まごしては，本地域

、は，本鉱床の北；1麟藁猷約鷺1灘轍分布す篠入谷醗と北北

τ潔糸勺婁1鶯黙に蓬ン講∫づ　》窄ぎ難嬉努難1馨1寿三満）る、ン　ごぴ〉準　ヒ舞1．i、1

摩／裏　　熱ゲく山　 ／蘇り一 一蓬妻1シ欝あ愚蔀赫　まプ環要　燕　隔）嗣融｛κ糞i

窮彗養1欝麟プ≦　9鯵1バ∫i1、㍉／’解騒蓬力＆　　）1叫露L論、《く、

　　しノこ漆鼠〆）翻ぐ，　こ‘、遍、、乏琴鶏．1購豪ぴ身糞努、¢）i毒4穏ゆ真 l／　う盤シ

／粛手鱗と騰雛妾白鯵に1灘係≒し．いぐ㌔・鷺ご縁西ヒ蝿ドL資　　・ぞの， 起1 1．舞蕊

糟勤ぴ）彗肇達鱗灘婆闘笑彗こ髭鷺｝く六二、ように穿　壕ゑ擁畷1　瓢、よ濤宝．1ま’争　噌ド葺霧

魚筆碧卜勝ゴび煮る。、ゆえに，　罐　 1纏ミび）／　舞1纏1震『1彗ぎ暮熱羊薯重糧二と

考え、てよいだろう、．

欝．繕　　論

　二iハ鉱擁難ま塁　　1購華で鰹茎1欝編驚揖轄錠η二鉱とし．，て叢遷か・と1舞　一尋祁

欝撰 擁疲イ潔誉㌻（隔ぐ盤叢薄章禽叢｛餐¢）ゴ　軽こ／意撃　避ノ）一一伍脊獄欧鳶む霧濫濠馨

麟紛欝1理）とを充‡．、／副ノご1蕎　鉱脈であ7蕊難ミ．〆たがつて，，

湾鼠き親1諺率ミ（わ1　皇1　、．躯ひて豪甑ず蒙摩汎一くぎこと1』1業警　擁縄糞艶趣難こ象きけ

る1鉱瑳　美｝蛇1覇の鯵舞鱒と翠繍1翼今難華斬煮，　そ薄毎辱と諺広畿蟹餐擁蒙

との関係を知罫ことが先決である捺

　ll、i堺苔園の水銀鐘『1、尿〉例をみ篠と，欝淫淋の騒胎～‘一れ

馨）燈謄にみら廓，導いろいろな特・徴がi認1ノられ嶺勲たとえ

ば，鉱体が礁）ぞ鋳割擦裂》とぞ薩㌻に彊三なわれ、養藩妊か1－1＝筆に眞試森黒

曝鵬る甑と窃（慕）曜搬冑擁く擁三ごア酵1暴憂餐を翻イ｝とし鮒ぐ♪翫¢）「予凝盤／こ婆巌

逮す恐ごと，⑥鉱泉（とくにメ触㍗を伴なう）を伴なうこ

と，④　　鱈岩と鱗、1超1蕪性岩麟よび⑥超蝿基｛ず雛矯　ら変

1泌歌，，，た盛ハマゆるs霧嶽い馨難誠）難爆隷緯（激と（驚華藩繕岩．押 蕎

謬隻婁愛岩蒙了の申1こそオL鐵ど薩ド隻壕農萎藍す覧る義宝／かの二馬・こと，曝〉付鳥

3震1こ菊宇蝉翼＞ゲく／．li景韮灘鑓（η警糞霧ねを奮i三なうことなど騨贈凌〉る蘇

　これ、らφ奪発．．蓼、鱒うち，　とくに薫要ζ数ものは慧タと（8卸1ぐ，

諸外1，1粥）水疑鉱床にもみられる懸癒性¢）あ馨）闘題である。

あ爵韓）灘7／く喪襲鎌l／シ艦1譲（紛と侶1に部必のど濤唱気頴、態ノ濫、ハLそフ耗駐λ

ヒの現象が縄裁わさつているものであ灘。

難繋一一（253）



　＄K義

　丁沿，

　A／慧幾

　哩慢》童装呈罫融

　鷺墓

　鑓慕（）

　c継0

　1猿気ρ

　蚤く。0

　8

　キ㌔ぐ）

　釜）ρ砦

　α義

④　計
⑧｛慧」｛講s

◎一蕪終《⊃ぐ㌔

④尋 ⑧舗蔓募£ぐ〉雲

鳶麩澤叢謬轟鋒釜拶テ月鵯建

　　　第§裏

　　　・傷　慧聖　‘難

　　　コ
隻　、腕　　 3｝毒一燐充

6｛）．3容　　　蓉導、37

　（｝．27　　　 （）．難（）

　7。藝i　　　茎3．4葺

　1．40　　　 3．34
！3．暮7　　　1（）．4（）

　i．黛γ　　　 隻．38

　慧、8（）　　　｛），68

　｛）．○〔）　　　○．4玉

　（）、3i　　　 i．畷碁

　　　　　　1．難

　（）．濃3　　　（1，4§

　○．（）窯　　　 （）．（）（）

　3．嚢9

参4．導＄　　　嚢3．8茎

24．嚢学　　　2｛）．8遜

　7．4嵐　　　 蕪．77

還｛瑳，襲§　　 i（×）。58

　　（第欝巻　第3轡）

魂葦）1犬勲叢黍餐峯舞に畷）いて

夢1　重藪　（％）

　4　坑

　盤．鴛

　　（／．憩

　　葬．50

　　置．鍵

　驚．蝿

　　2．欝

　　4．灘

　　○，捕

　　○．34

　　2．4曇

　　○．2（）

　　1．）尾（）○

　　惑。灘

　97．総

　26．騒

　　4．1）4

　笠｛）韮．7｛）

換 算 偽〈％〉

荘　坑

4？．縫

　○．2｛3

饗．4参

　む．20

韓置．参8

　（）．艀

　｛）、鱗

　（）．鴛

　○。蕪

　4．盤

　（）．船

　○．む○

　○．の（）

参惑．§2

畦○。誉8

　8．惑（）

欝5．捻

三　が嚢　i　3痒縫戎　　護　‡慮
　　　多
雛．巌「劔．扮　難、27

撫．餓i　O、舗i　（）．！2

韓7い　1　
　！．εε　　　 3、馨（）　　　／．婁9

　　　　　　　　　ヨ　・一　　　　　一一　1　　　－
　　　　i　　　誘
　i、s！　I　　議．s㌘
　　　　ヨ

3潜21　翻胃レ難憾8
　（）．｛）（）　1　0．47　1　（）．2（》

脇引、、縣1。．42
　　　　き　○．瓢1　｛）．（）6i　　｝＿

　　　　i　　　l

編il輪！1◎蕊
○薫1　0魚i　Q髄

晶期照ゆ1器
／轍％1　黛囎1　凱嚢2
　　　　ヨ　　　　　　　き　慈．21　…　翫s墨　i　L釈）
嚢嚢、781盤．7・i糖．％

轟　坑

驚．淑）

　○、窺

欝。紹

　○．32

　0．難

　（）、02

　0、”

　○．25

　（）。78

　0。oO

　｛）．／）1）

鱗．葡

　5．82

　　0
欝難．3釜

　　第導　褒

イ鉱　蝶塗　薮｝　餐マ

　　　鉱

鮭菱　（％）

の　う　鐘犬　鎌《　峯婁

　　　　　　　　換 嫉　儀）

　　　南　　ユ　　坑

　　　A　i　欝
　　　6暮．難2唱　　G8．萎3

　　　、聾li　ill器

　　　　 隻．59　　　　　　窯、襲7

　　　　蓋、騨i　　喋ざ簸

　　　　（）。ε9　　　　　　（）．98

　　　　茎．47i　　ζ）憾6

　　　　輔類　 麟6

　　　　2。ε9　，　　　　3。き（1

　　　　（》。17　i　　　　｛）．蕪（）

　　　　｛）．421　　　｛）．43

　　　　0．（）31　　　〔）．（）2

　　　　認㌧　 3滋

　　　％マOi　　懸惑プ
　　　　8・931　　　勲90
　　　　3．（）（）　i　　　　3．8＄

　　　　§～妻．70　　　　　9参．25

A鴛擁ミ灘董縛i，慧およ謬辞薄蒼s鮮§当塾｛、・鶉

購　3　坑
南 1

　＄沿惑

　償偶
　Al豊（）3

　蓬曳嘗縦！欝総

　蕪蓼

　M翼（）

　c農O

　N鞭o

　Kの
　s

　曙置20

　茎㌔〈）暮

　c病
⑧　計
⑧ 冤題．給繍

⑧幽鷺＆（x㌔

⑧＋⑱榊糧．α）違

群．藝奪

○．薫、難

　嚢。72

　2．／三

　9、4慧

　○．離

　○．繊

　む．3／）

　i．雛

　1．欝

　○．24

　0．○（》

　2．42

9導．28

欝．蕊

　蟻．瓢

！（x》．毒9

．△ 1
導嚢、綿

桑．腿iL

，！1．創　i

嬢1
　　　　　…

　○．70

　4、灘

　○、纐

。．嘉

輔3i
　4．92

跨1卿
2、鑓i

≦論．灘

坑

一一 一一一 一　藻彗　3　翻嚢
慕

7（｝．○誓き　　　　　7巻、78

　　　　　　　0．認

コ2．5慕　　　　　三〇．9i

3。（）4　　　　　 2．37

0．82　　　　　 0．4暮

o．83　　　　　 （）．58

（）．ξ5暮　　　　　 （）．34

3．／業　　　　　 2．（）＄

（）．ig　　　　　 （〉．i8

　　　　　　　　｛／．2㌘

｛）．｛）2　　　　　 0．o（〉

3．ls　　　　　　2．72

診5．2き　　　　　～i｝昏．82

ら．＄3　　　　　 ｛3．o嚢

　　　　　　　　3．欝

髪）8．9（1　　　　　99．ig

｛3（｝一（露§遮）



奈簸県神翻水銀鉱1．！lの鉱床について　（岸本文男）

第　♂7　表　　 量設．ヒ誕霜　と　爆乏脚罫麟玄
第　呂　表

イ七学叢分析憾ぐ％）1換　鱗篶　値（％＞
　　　　　　　　i鳩触

薫中坑樺坑　烹申鮮叫難坑

…47・雛174謙ワ鰍）

i（）講6i　Q藤鶴　献薮

i欝・礁i133婆1！鉱63
i　（），烈）i　焦3？i　〔｝，3慧

i雛．弼1　　＿、

　　（｝．（〉71　（〉．薫烹i　〔｝．釜i

i　（）．（）気i　（）．〔）慧i　〔）．1）2

　　　　　　　　　i

i　α慧i　Oほε1　0ほ7
・　○．欝i　O．！31　0．器

i　緩．§3i　（＞．薫．1…　　　一

i　（）．4嚢i　O．藝暮i　（）．78

1　0・oOi　轍03i　〔）澄（｝

　　○．（）o、　　（＞．（）O　P　　（）．o（》

i96惑2i　gL惣i膨乱嘘
i《）・58、　数26　　難蔀繋

P　8．60i　　　ξ）1　　　（）

　／（）5．！鴛1　9§．（）4 ！01）．3亙

ざ

i　申　心’

A「i 貧嵐

末　端　獺

A鶏　　　暮嚢

　s量o驚　　　　　　　感慕．34

　TK）窯　　　　　　　（＞．34

　A㌔Os　　　　　暮．鋤

　貰ぺ○宅訊工F融　　　　　 工．譲慕

　蕪琴　　　　　3黛嚇
　難奮墓（〉　　　　　　　（）ぼ）7

　c饒o　　　　　　　　　O、（）三

　N羅ウ（〉　　　　　　　　 （）．！（｝

　K鶏《1）　　　　　　　　《）．｛）3

　s　　　　　　　5．照

　一簸〆i》　　　　　　　ξ）．41

　駐器C㌧　　　　　　　ξ｝ぱ鷺

　c（〉9　　　　　　　　　（）．lx〉

④　　 灘一　　　　　嚢2．88

⑬　｝慕ほ（〉繍　　　　4焦！7

⑧議彊齢cO露　　　籍72
④、ト・一賑勝（x）黎　！（襲焦麟）

　講瓢鋭“、llにおマ・ては降基譲1となる（嵐）と馨1の爆1かに（鋤の懇馨

い現象とLての黒雲母石英閃緑岩とその変質物を考えら

れるだけである、

　鱒．簾．畿大鉱体の予輝．

　最大鉱体は，大和水銀鉱山の東溺性断屡と本鉱1、1．1の調

査地域め搾鍵講駅）東頭性断麟との1葦樽に推1定できる』東西断機1

と，板状鉱体群の落しとの交わる部分にあると考えられ

る。、

　この交蕪部は大小の空隙に欝む破砕帯であ！），いわゆ

る「直1，）．1を形成するに適していて，すでに大和水銀鉱

1、i．1において実証された現象である、、諸外國にもこのよう

な鰍は多い鍮）鞠．

　欝．黛　鉱体灘の孫延幾部

　板状鉱体群び）s坑以下の探鉱とレては，畷坑以．、、ヒにお

いてすでに確かめられた鉱床の落しの方向に押乱，，、てゆく

ことが当颪の間題である、、鳶だし，南の鉱のう状鉱体糞蓼1，

そぴ）落し．・（断層破砕帯とその下盤といつてよい）をたど

っても下部では貧弱な鉱染体となる可能性が大きい。，鉱

天末の｝客L．、延長に対トする鉱床賦存の繁1∫能性につレ・ては，i猟

在確認されてい葛南の鉱体下部の状溌を舞1つたうえで今

後なお検討を加える必要がある。

　以下ヲ譲坑以、．ヒの鉱床について今後に残された問題を

述べる（確認さ叡、た鉱体の連続延長を除く）、、

　塗窮叢麟ン藻ぎ蠕1の講《甦1頓三鱒葬讐の西、難一長・と！憂欝レ潜嚢貿揖1（1瞬
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奈良県神生水銀鉱山の鉱床について（岸本文男）

あろ弘
第10表　変質岩の化学成分について

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO　・

MnO
MgO
C段O

Na20

K20

十H20
－H20
P205

Hg
S
CO2

　計

変質岩（％）

70・昂．

0．27

13．53

0。40
、1．84

0．06

1．53

1．50

2．48

2．24

2．71

0．71

0．05

0．01

0．05

2．14

99．78

弱変質岩（％）

56．34

1．06

15．47

2．76

4．86

0。15

2．30、

3．72

2．95

　1．49

4．48

　1．46

　0．14

　0．00

　0．02

　2．28

99．48

比較的新鮮
な閃緑岩（％）

65．68

0。45

15．49

2．40

1．98

0．07

1．12

3．59

2．86

3．43

1．64

0．62

0』11

0．00

0．02

0．51

99．97

　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析：川野昌樹

の試錐が能率的であろう。

　南3坑；最北部鉱体（1鉱体を認めるのみ）の上・下

盤に予想される単位鉱体の探査，雁行性配列を考慮して，

いずれも確認鉱体から直角の方向に3～4mを探ればよ

い。

　北3坑および3中坑：最北部鉱体群のうち，最上部鉱

体の上盤の探査。この探査は上盤に向かつて3～4mほ

ど探りを入れれば充分であると考えられる。また，これ

に南接した3中坑準の鉱体についても同様である。

、単位鉱体群が雁行配列することからも上盤ないし下盤

側に板状鉱体が発見される可能性があるので，一応探つ

1てみる必要がある。とくに，3中坑鉱体下盤側に期待し

ている。

　この3坑一3中坑内にみられる東西性の擾乱帯には，

しばしば辰砂を伴なうことがあるが，低品位で，脈幅も

狭く（4’》5cm以下），・裂かとしても孔隙が少ないので’

富鉱体は望み難い。ただ，水銀鉱床の例7）14）のうちには

ときに断層の上盤に接して富化することもあるので，今

後探査上注意する必要があろう。

　4坑＝北東端鉱体の上盤ないし下盤側の探査，雁行性

裂かの特性を利用して行なう探査である。

　また，4坑下盤側新鉱体と同様な産状を期待して，5

坑下盤に対しても探鉱をすすめてみることは有望である。

　その他細部の探査にっいては，将来探鉱・採掘の進展

に伴ない，それに応じた新しい方法が検討されるべきで

（昭和34年2月，3月調査〉

　　　　　　　　　　　文　献

1．　引用文献一

、1）堀　純郎：，本邦の水銀鉱床，地質調査所報告，

　　　　　　　N・・154，1953

　2）岸本文男：奈良県大和水銀鉱山鉱床調査報告，地

　　　　　　　、質調査所月報，VoL4，No．11，1953，、

　3）矢島澄策：北海道の水銀鉱床，北海道地質要報，

　　　　　　　　No．．17，1951

　4）平山健・岸本文男：5万分の1図幅　吉野山およ

　　　　　　　　び同説明書，地質調査所，1957

　5）矢島澄策・塚田文男・石井英二＝大和水銀鉱床区

　　　　　　　　に関する2，3の知見について，目本

　　　　　　　　鉱業会誌，VoL72，No．814，1956

　6）比企　忠：大和国辰砂鉱床，目本鉱業会誌，VoL31，

　　　　　　　　No二368ン．1915

　7）矢島澄策：目本の水銀鉱床，鈴木醇教授還暦記念

　　　　　　　　論文集p・379～393，1958

　8）Mc　Kinstry，H．E．：Structural　Cohtfol　of　Ore

　　　　　　　　Deposition　in　FissureVeins，A。1．M．

　　　　　　　　E．Technical　Publication，Nα1267，

　　　　　　　　1940

　9）Ebara，Shingo：Geotectonic　Movements　in　the

　　　　　　　　Pacific，under　way　since，the　Begin』

　　　　　　　　ning　o壬the　Mioceneシ1958

　10）双．朋A．耳皿eMoB：O　HeKoTopHx　oco6eH・

　　　　　　　　HocTHxΦopMHPoBaHH兄pTyTHo－cyp－

　　　　　　　　bM∬Ho－Bo涯bΦpaMblxハペecTopo》K入eHH一

　　　　　　　　孟3a6a員KaカbH，3anHcKH　BcecoK）H3H・

　　　　　　　　oro　MHHepaJlorHHecKoro　O6田ecTBaシ

　　　　　　　　JleHHHrpaπ，BH。1，・cTp。48～59，1959

　11）Emmons，W』H．：The　Enrichment　of　OreDepo－

　　　　　　　　sits，U、S♪G．S，BulL，625，19斗7

　12）べ・一ソフ：構造地質学，〈井尻正二・湊正雄訳），

　　　　　　　　ユ958

　13）Ransome，F』し：The　Ore　of　th6Almaden　Mine，

　　　　　　　　Economic　Geology，VoL16，No，4，

　　　　　　　　1921

　14）大西淳：鉱山地質学会における講演，1959

　15）Gallagher，D．：Geology　of　theΩuicksilver　De－

　　　　　　　　posits　of　Canoas　Zacateas，Mexico，

　　　　　　　　U．S．G．S．’BulL，975－B，1952

　16）松本 隆：第14回地団研総会シンポジユウムにお

637（257）



織質調査漸瀦報（第捻巻第綿・駒

欝）

燃）

　　　　　　　　　1ナる嚢講そ寅よ1），　！鋏沁

£論y載（灘，A・A言r幾雛灘蓬羅藪窯欝饗y響難，i麟4嚇

講灘脚嚢，懲瀞葦藩津鎌轍欝，渡葱：鞭灘瞭

　　　　　　　　　獣（）購懸欄鷺叢鱒鍵簾翻継茎翌

　　　　　　　　　茎》董慧擁総羅』鷺蕪難黛峯》Ty饗蕪惣器ζ越韓篶饗《壕》（》獣幽一

　　　　　　　　　難麟，鞠総繍鱗齢懲津総銀蓬継礫鑛

　　　　　　　　　獅灘灘x翫獅鞭総描釜x（1菱），響．

　　　　　　　　　　　　　　2鍵岬30！，欝繊

慧．　参考文献

嵐魯）　嬬》戴灘護遡y魏　熟睡竃璽ζ隻《灘（》灘欝《説⊃y　《》欝嫌蓬蓬黛麟叢》融　《黙藪《罐艶

　　　　　　　　　　　　　　瓠獅麹鰐灘，勤轍騰鷲藝礁欝醸

鷺○）　鷺献遍礪・，（嵐罫．毫（紮灘簸》慕y《〉£藍驚Ω犠iζ激購蕪v難蜜簸構》髪》雛ts

　　　　　　　　　　　　　　媛蕪纂楡晦s覧叩馨，w臨纈＄t翌描，

　　　　　　　　　　　　　　導．s．G．＄．，M樋．笠3，矯綿

磁《鰹）




